
本シンポジウムは、トヨタ財団2022年度〈特定課題〉先端技術と共創する新たな人間社会（「デジタルプラットフォームによる地域の文化資源継承支援モデルの構築
ー市民参加型ＧＩＳの実践活動を通してー」代表者：楠瀬慶太）のプロジェクトの一環として開催されます。

「地域に残る歴史資料と土佐清水」　
                   望月良親（高知資料ネット・高知大学）

「先祖の資料を託されて」 
                   福田仁（上岡家子孫・高知新聞社）

「上岡家文書の史料的意義と寄託経緯
                 -民間所在資料が抱える課題を踏まえて-」 
                    水松啓太（高知城歴史博物館）                    水松啓太（高知城歴史博物館）

「土佐清水市史編さん事業の取り組み」
                    田村公利（土佐清水市史編さん室）

「『高知県史』編さんと史料所在調査について」
                    高知県歴史文化財課県史編さん室 職員

　 事前申し込み不要ご自由に参加できます。

午後 1時３０分～午後 ４時（午後１時１５分開場）

  土佐清水市の大津地域に関わる史料目録の刊行を記念して、市域に残された
  歴史資料の保存、調査を行っている諸団体の方に報告をお願いし、歴史を編む
  ことを巡る課題について市民のみなさんとともに考えます。
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